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令和５年度 大学発ＳＤＧｓ社会課題解決型科学技術プロジェクト創出支援事業

試験的科学技術プロジェクト委託業務



1. 対象とする社会課題の背景: 県の子どもの貧困

• 全国と比べ特に深刻な状況にあり, 対策が急務

https://www8.cao.go.jp/okinawa/pamphlet/shinkou-2021/2021_whole_2_13.pdf

本プロジェクトの対象
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1. 対象とする社会課題の背景: 子どもの居場所

https://www.city.naha.okinawa.jp/admin/pr/navi/h28/placeofchildren3.html

• 子どもの貧困対策としての食育, 学習支援, 遊びの場
• 経済的な支援だけでは補えない, 人とのつながりや教育・体験の機会を提供

• 子どもの自己肯定感の向上, 孤独・孤立の解消に貢献

• ボランティア活動が中心となって運営

• 継続的な運営には賛同者からの寄付が不可欠
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1. 対象とする社会課題の背景: 居場所の運営支援

• 企業や団体から寄贈された食料品や生活用品, 学用品を
子どもの居場所に提供し, 子どもたちへ届ける取り組み
1. おきなわこども未来ランチサポート (主に食料品の受取・受渡)

2. 沖縄県社会福祉協議会 (主に生活用品や学用品の受取・受渡)

https://www.lun-sup.com/

https://www.okishakyo.or.jp/blog/category/news/gallery/

富田
代表

4/10



食料品

生活用品 学用品

企業からの寄付

1. 対象とする社会課題: 運営支援の人手不足

• 「どこに・何を・いくつ配るか」, 今まで特定の人だけで作業
• 一度に届けられる寄贈品は膨大で, 種類も多岐に渡る

• 受取を希望する居場所の数も多い

• ランチサポートでは富田代表が毎回1.5時間（×週3回）かけて思案

• もしも担当者が対応できない状況が続くと, 活動が成り立たなくなってしまう

受取を希望する居場所寄付の窓口

・ランチサポート
・県社協



1. 社会課題への提案: AIで脱属人化・業務効率化

1. ランチサポートや県社協の分配実績をAIに学習させて,  

寄付を子どもの居場所に適切配分するwebアプリを開発
• 寄付の受入体制を強化

2. 開発したアプリの実証実験を県内で実施
• 実運用で起こり得る課題について, 法律等も踏まえて多角的に検証

Aさんに
パンを
50個

Bさんに
鉛筆を
60本

受取を希望する居場所
寄付を適切配分するAIアプリ

（琉球大学と協同参画者で開発）



2. 活用する研究成果: 食料配分AIアプリ「うむゆい」

• 既存のシステムと協調しながら業務のDX化を促進
• 熟練者でも1.5時間かかっていた配分計算を大幅に時間短縮

➀入荷一覧表

AIが適切配分を計算し、出荷一覧表を自動生成

②申込一覧表

③出荷一覧表

受取を希望する子どもの居場所が入力

④受取・受渡

寄付の窓口で導入中の物流管理システム
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1. 配分できる物資が 5 → 40品目に
• 食料品だけでなく、生活用品や学用品にも対応

2. お米や粉物は、商品名にある重量情報を加味して配分

3. 見やすいデザイン
• 配りまちがい防止策

4. 配り先となる子どもの居場所を市町村別に検索

3. 今年度開発した「うむゆい2.0」の特徴
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詳しくはアプリのデモンストレーションをご覧ください!



3. 社会課題解決までのシナリオ: アプリで扱う寄付

• ランチサポートに届く大半の寄付（お金以外）をカバー
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④生鮮食品

野菜や果物

次年度の対象



3. 科学技術プロジェクトのシナリオでの位置づけ

• 寄付の受入体制を強化し, 子どもの居場所の運営を支援
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【前年度】

寄付の適正配分を計算し
アプリ化する方法を確立

【今年度】

2つの窓口に届く寄付の 
8割をカバーするアプリを
開発し, 実証実験で改良

【次年度以降】

企業や団体だけでなく, 
個人からの寄付も受入

那覇市を中心に

他の市町村に展開
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